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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　８月　　22日　（水）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　濱谷　香桜理　　　　　　記録者　　松沢　厚子　　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 製氷器の底に氷を少し残すようにして下さい。機械自体が冷えず氷が作れないそうです。

· 疥癬予防ニュアルが来ています。各自参考にし、周知・徹底して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・峰田　満男様　　　本日、ご家族が来られ主治医・ＳＷ立会い入院形態の変更（任意入院→医療保護入院へ）を行っています。今後の方針について、現在落着いており、ご家族の希望としては保護者（妻）は糖尿病の為、本人の面倒は見られないと話されています。

・山下　さき様　　　胸部レントゲンの結果、肺炎未治癒のため17日で止まっていた抗生剤が1週間分再処方となっています。一般状態の観察（咳嗽、排痰の有無、バイタル、呼吸状態など）を観察して行きましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　

・佐々木利男様　　　食事中のむせ込みあり食事摂取量の低下がみられることから本日より2日間、毎食前、毎食後2時間後の血糖チェックの指示があり、午後から点滴が処方となっています。血糖値70㎎／ｄｌ以下の場合は主治医へ報告してください。食事の摂取量が少ない為、食前に服用していた糖尿病薬は食後に服用させるよう指示あり。また、食べられない時は主治医へ報告するよう指示がありました。レントゲン撮影の結果、急性気管支炎との診断です。食事摂取量、呼吸状態、バイタル（特に脈）の観察を続けていきましょう。喘鳴がひどいため、吸引施行していきましょう。本日分の点滴処方となっています。

・坪　邦俊様　　　　本日深夜帯にて38度台の発熱見られています。本人からも「くしゃみが出る」との訴え聞かれています。主治医指示にて抗菌剤・総合感冒薬が７日分臨時処方となっています。引き続き、バイタル測定・咳嗽・痰鳴に注意し、ケアを行っていきましょう。

・長根　矢一様　　　37度台の発熱持続して見られている事から、抗菌剤が臨時継続処方となっています。引き続き、バイタル測定・咳嗽・痰鳴に注意し、ケアを行っていきましょう。

・北山　和子様　　　定期で行っている、精神神経用剤が処方となっています。精神症状は落着いている事から、今後は2週間に１回→4週間に１回へと変更となっています。引き続き、夜間の睡眠状態・精神症状の観察を行って下さい。

＜疥癬対策＞

現在、疥癬の患者様、橋本　万様、斉藤　数子様

本日、皮膚科診察を行い疥癬疑いの患者様はＣＤユニット27名中、24名、ＡＢユニット4名です。

1、 疾患

疥癬とは、疥癬虫（ヒゼンダニ）が人の皮膚に寄生することにより発生する皮膚感染症の一つであり、潜伏期間は2週間から1ヶ月である。直接接触で感染し性行為感染症の1つであるが、家庭内感染も多く見られる。

２、感染対策

· 感染期間はできるだけ個室に収容する。

· 六一０ハップ浴を毎日実施（5～１０分は浴槽入っている）入浴後は洗い流さない。
· オイラックスBBを頸部より下全体にむらなく塗布。１日3～4回、掻痒感訴え時。
· 清拭を行う場合は六一〇ハップ10倍希釈液で行う。

· 感染者の入浴は他患者様の使用が終わった最後に使用。
· タオル・シーツ・白衣はビニール袋に入れてダニアースを噴霧。その後、密閉した上で家族や洗濯業者へ依頼する。業者へ出す場合は袋とシ寝具伝票に感染と大きく明記する。80℃以上の湯に10分以上つけ、その後、洗浄するのが有効。

· 予防衣はダニアースを噴霧して密封。庶務室へクリーニングを依頼する。

· 毛布、マットレス、布団は使用後にダニアースを噴霧して、出来るだけ密閉した上で洗濯業者へだす。

· 患者様の衣類はダニアースを噴霧して密閉してから業者へだす。病院内の洗濯機の使用は禁止。
· 酒線綿など患者様の皮膚に直接ふれたものはビニール袋に入れてダニアースを噴霧後、密閉した上で医療廃棄物として処理する。

· 体温計、血圧計、聴診器は個人専用とする。特に血圧計はマンシェットを介して感染する事がある。使用後のマンシェットは洗濯乾燥処理をする。

· 衛生材料はディスポで利用できるものは利用する。汚染物に関しては、ビニール袋に入れてダニアースを噴霧後、密閉した上で医療廃棄物として処理する。

· 車椅子は個人専用とする。使用後は六一〇ハップで十分に清拭する。その後、熱湯で洗い流しイソプロアルコールで清拭し天日干しする。

· 浴槽は六一〇ハップで洗い熱湯で洗い流す。

· 床の清掃は掃除機を使用。

※　面会時にはご家族へも説明する。また、感染の疑いのある患者様へも電話連絡をする。

8/22（水）生活機能回復訓練報告・検討

竹内　セツ様～計算ドリル実施していますが、継続して行うこと出来ています。表情穏やかで、雑談も笑顔で話しています。継続して行っていき認知機能の維持を図っていきます。

住吉　鉄男様～書き取りは拒否なく行っています。プログラムへも見学多いですが、他者と一緒にいることできており、表情も穏やかです。スタッフにも自分から挨拶するなど場に慣れてきている様子です。今後も継続して書き取り行い日課としていきます。

荒屋敷チエ様～自ら手芸や絵画など行っています。プログラムにはきちんと参加できており、周囲との交流もみられています。自室に閉じこもりにならないように、適度に交流が保てるように介入していきましょう。

峰田　満男様～声がけで落ち着いてプログラム参加できています。園芸の声がけにも積極的に参加していますが、気分の高揚みられません。現在の状態を維持できるように活動への参加を促していきます。

沼沢　ミヤ様～声がけでプログラム参加し、レクリエーションなど参加できています。表情にも穏やかさあり、話し掛けに笑顔で返答しています。日中の臥床を少なくし機能維持を図っていきましょう。

谷内　愛子様～不調の訴えなくプログラム参加できています。回想法やカレンダー作りなど周囲と交流を持って穏やかに参加しています。継続して参加できるように声がけしていきましょう。

山下　さき様～時折不調の訴え聞かれますが、声がけでカレンダー作りなど参加できています。短時間でも参加を促し、臥床を少なくしていきましょう。

●Ｃ・Ｄユニットで疥癬（疑い）が発生しているため、プログラムが変更となることがあります。感染拡大の防止を優先していきたいと思います。疥癬（疑い）ではない患者様に対して個別でアプローチしていきます。







